
持続型社会と開発倫理
第6回 資源について考える

担当：宮脇健太郎



資源循環に関する内容（担当：宮脇健太郎）

• 第6回 資源について考える
• 第7回 ごみ問題と循環型社会
• 第8回 資源循環（再生利用）について知る
• 第9回 廃棄物管理事例（１）収集運搬・処理
• 第10回 廃棄物管理事例（２）最終処分

自己紹介：
専門分野：廃棄物工学
（最終処分場、有害物質制御）
研究室Webサイト
https://kenkyu.hino.meisei-
u.ac.jp/miyawaki/

https://kenkyu.hino.meisei-u.ac.jp/miyawaki/
https://kenkyu.hino.meisei-u.ac.jp/miyawaki/


「資源循環」

温室効果ガス排出量
の大幅削減

低炭素社会
３Rを通じた
資源循環

循環型社会

気候変動と生態系 生態系と環境負荷
自然共生社会

自然の恵みの享受と継承

持続可能な社会

地域生態系と共生して，
持続的に成長・発展する

経済社会の実現

気候変動とエネルギー・資源

21世紀環境立国戦略（2007)より加筆

→ 脱炭素
カーボンニュートラル

→ サステナブル、持続型社会へ

→ 近年、地域共生循環圏

→ +Renewable



資源(resource)とは

物的資源（天然資源、観光資源）、人的資源、経済的資源など

天然資源
• 水資源
• 鉱物資源

• 化石燃料
• 金属資源
• その他（ダイアモンド、石灰石、石英、リン鉱石など。）

• 森林資源
• 水産資源
• 海底資源
• 遺伝資源

人間の生活や産業等の諸活動の為に利用可能なもの

項目：Wikipedia参照



鉱物資源の可採年数
• 石油 53.5年（2020）
• 石炭 139年（2020）
• 天然ガス 48.8年（2020）
• ウラン 130年？

• NEA:Uranium 2022: Resources, Production and Demand

•Fe70, Cu 35, Zn 18, Pb 20, Sn18, Ag 19, Au 
20, Ti 128, Mn 56, Cr 15, Ni 50, Co 106, Nb 
47, W 48, Mo 44, Tl 95, In 18

• 環境省HP：環境白書H23年度より

• 可採年数＝確認可採埋蔵量/年生産量

シェールオイルにより延長

シェールガスにより延長

高圧破砕：シェール（頁岩）
に閉じ込められていたものを
取り出す技術

化石燃料

金属資源

石油確認埋蔵量：約1.7兆バレル



化石燃料の輸入

資源エネルギー庁webサイト
https://www.enecho.meti.go.jp/about/pamphlet/energy2024/02/



化石燃料の今後

• 2050 脱炭素社会を目指し
• 再生可能エネルギー
• 自動車など交通機関のEV化
• バイオ燃料、合成燃料、水素燃料、メタネーション
• プラスチック製品のバイオプラスチックへの代替

• 世界的需要は、減少
• 特に日本は使用削減を加速する必要

理工系の技術が必須
物理・化学・機械・電気



鉱物資源（金属など）の輸入(2020)

資源エネルギー庁webサイト
https://www.enecho.meti.go.jp/about/pamphlet/energy2021/001/

次のページと見比べよう（2023年）



鉱物資源（金属など）の輸入(2023)

資源エネルギー庁webサイト
https://www.enecho.meti.go.jp/about/pamphlet/energy2024/02/

鉱物資源（金属など）は輸入国が大きく変動する



レアメタル3４鉱種

非鉄金属のうち，希少な金属（リチウムLiなど）のこと
• レアアース（ rare-earth elements：REE：希土類元素）

17元素（ネオジムNd、ジスプロシウムDy他）

• レアメタル34鉱種（55元素）について、国家備蓄＋民間備蓄 
（次シートの周期表参照）

• 海外「マイナーメタル(minor metal)」という。
• 国内「都市鉱山」（リサイクル関連の分野で使われる）という

キーワードも出ている。

リチウムイオンバッテリー：LIB
などで使用和製英語

EVのモーター（磁石）などで使用
輸入元：中国が主



レアメタルなど

資源エネルギー庁Webサイト
https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/tokushu/anzenhosho/koubutsusigen.html



レアメタル備蓄

資源エネルギー庁Webサイト
https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/tokushu/anzenhosho/koubutsusigen.html



レアメタルの需要動向

ニッケル需要量（単位：千ｔ）

リチウム需要量（単位：ｔ）

レアアース需要量（単位：千ｔ）

（出典）JOGMEC 鉱物資源マテリアルフロー2017
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ウラン U

• 世界のウラン資源埋蔵量 • 日本のウラン購入契約状況
(2014)

• 長期契約・短期契約、製品購
入

• カナダ、イギリス、南アフリ
カ、オーストラリア、フラン
ス、アメリカ

• 開発輸入分
• ニジェール、カナダ、カザフ

スタン

日本原子力文化財団Web
https://www.jaero.or.jp/sogo/detail/cat-02-06.html

脱炭素社会への過渡期に
重要なエネルギー

資源は海外依存
→核燃料サイクル



核燃料サイクルと放射性廃棄物

原子力環境整備促進・資金管理センターWebサイト
https://www.rwmc.or.jp/disposal/radioactive-waste/01.html



鉱物資源の今後

• 先端技術へのレアメタル需要
（様々、技術開発により使用量は削減されるが、全世界で使用
されるので、全体では需要拡大）
• 特定の国で産出
• 国内ではほとんど採取できない

(海底熱水鉱床など可能性はあるが）

• リサイクル技術と制度の発展

理工系の技術が必須
物理・化学・機械・電気

安全保障上の課題も



日本における資源の今

• 国内資源は少ない（輸入依存）

• 資源輸入に伴うCO2排出など環境問題＋輸出国の環境破壊
（化石燃料、鉱石の遠距離輸送など）
• 価格上昇などの経済問題
（国民生活に直結）
• 安全保障の課題
（国際情勢により供給不安定になる場合がある）

• 資源循環を目指す必要性がますます高まる



課題

• 化石燃料、金属資源について、一つ興味のある物質を選び、現
在の状況を調べ、将来の問題について考えてみよう。

• 明星LMS 「レポート」
• レポート（第6講）を選択し、200字程度で記入してみましょう。
• 日曜夜までに提出してください。


	持続型社会と開発倫理
	資源循環に関する内容（担当：宮脇健太郎）
	「資源循環」
	資源(resource)とは
	鉱物資源の可採年数
	化石燃料の輸入
	化石燃料の今後
	鉱物資源（金属など）の輸入(2020)
	鉱物資源（金属など）の輸入(2023)
	レアメタル3４鉱種
	レアメタルなど
	レアメタル備蓄
	レアメタルの需要動向
	ウラン U
	核燃料サイクルと放射性廃棄物
	鉱物資源の今後
	日本における資源の今
	課題

